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お しらせ版
4月 の業務時間延長日

4/3,10,17,24

●彙公民館燿躊軍●な

●1階ロビー

美術コーナー①  4月 3日 から5月 31日 まで

故・梅津五郎画伯のデッサン画を展示します。
町に寄贈 していただいた作品です。

美術コーナー②  3月に引き続き4月 30日 まで

「木目込み人形作品展」
木目込み教室と扇葉会の皆さんの作品

代表 千葉君子さん (荒砥乙)

● 1階フ回アー

言  「秒秋獨夜・在家出家」

嶋林旭峰さんの書です。

１ヽ

18年度展示作品の募集

皆さんの作品を展示・発表してみませんが P
中央公民館では、美術コーナーや文化実習室等に作品を展示していただけるかたを募集しています。

個人でもグループでもどなたでも結構です。展示してみたいと思うかたは、ぜひご連絡ください。

たくさんのお申し込みをお待ちしています。
◆申込・問い合わせ 中央公民館 (885-6143)
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●鮎貝地区公民館ギャラリー

(開催 日:月 ～土曜日)

「キルトサークルみやま作品展」
代表 須田孝子さん (深山)

パッチワークタペストリーの展示
(3月 31日 まで)

「JA女性部活動作品展」
代表 芳賀きちさん (高岡)

(4月 3日 から28日 まで )
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介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
「広
報
し
ら
た
か
」
２
月
１０
日
詈
で
あ
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
見
直
し
を
進
め
て
い
た
平
成
１８
年
度
か
ら
２０
年
度
ま
で
の
６５
歳
以
上
の
が
た
の
介
護
保

険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
町
に
住
ぬ

一
人
ひ
と
り
が
、

「自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
」
意
識
を
高
め
、
健
康
づ
＜
り
を
進
め
る
た
め
の
支
援
や
、
介
護
が
必
要

な
か
た
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
制
度

に
対
す
る
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
被
保
険
者

介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
町

内
に
住
所
を
有
す
る
却
歳
以
Ｌ
の

か
た
で
す
。
被
保
険
者
は
、
年
齢

に
よ
り
次
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
、

保
険
料
の
納
め
方
も
違
い
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
隔
歳
以

Ｌ
の
か
た
は
、
介
護
保
険
の
第
１

号
被
保
険
者
と
な
―，
、
町
で
定
め

る
所
得
段
階
別
の
保
険
料
を
年
金

か
ら
の
人
引
き
や
納
付
書
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
町

が
見
直
し
た
の
は
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
で
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
期
歳
以

ｌｌ
“
歳
未
満
の
か
た
は
、
介
護
保

険
の
第
２
号
被
保
険
と
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
ご
自
身
の
加
入

す
る
健
康
保
険

。
国
民
健
康
保
険

等
の
医
療
保
険
料
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保

険

料

見
直

し

の
理

由

介
護
保
険
法
で
は
、
町
が
定
め

る
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に

つ
い
て
、
３
年
を
単
位
と
し
た
事

業
運
営
期
――１１
ご
と
に
、
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
財
政
の
均

衡
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１２
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
、
３

国
日
の
見
直
し
時
期
に
あ
た
り
ま

す
。
今
回
の
見
直
し
で
の
保
険
料

の
に
な
Ｌ
昇
要
因
と
し
て
、
●
高

齢
者
の

「高
齢
化
」
、
②
地
域
支

援
事
業
の
創
設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
高
齢
者
の

「高
齢
化
」

町

の
高
齢
者

（第

１
号
被

保
険

汗
）
数

に
大

き
な
変
化

は
あ

い
ま

せ
ん
が
、

６５
歳

以
Ｌ

７５
歳
未
満

の

前
期
高
齢
者
数

を
、

７５
歳

以
Ｌ

の

‐
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
こ間
Ｆ

後
期
高
齢
者
数
が
Ｌ
回
り
、
そ
の

傾
向
が
今
後
も
続
き
ま
す
。
病
気

や
け
が
が
原
因
で
認
定
を
受
け
ら

れ
る
か
た
に
加
え
、
と
化
が
引
き

起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
認
定

を
受
け
ら
れ
る
か
た
の
増
加
が
予

測
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
伴
う
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

②
地
域
支
援
事
業
の
創
設
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保
険
料
の
決
ま
る

仕
組
み

第

１
号
被
保
険
者
か

ら
い
た
だ

く
保
険
料

の

基
準
額
は
、
ま
ず
向

こ

う
３
年
‐―――

の
第

１
号
被

保
険
者
数
と
、
要
介
護

等
認
定
許
数
及
び
介
護

予
防
事
業
等

の
対
象
者

数

の
推
計
を
行

い
ま
す
。

そ
の
数
値
を
も
と
に
、

こ
れ
ま
で
の
給
付
実
績

平成 18年度～20年度 までの被保険者数等の見込み

65歳以上のかた (第 1号被保険者)の保険料基準額

平成 18年度か ら
平成20年度までの

保険料基準額
年額 44,400円
(1月 あた り3,700円 )

‐

平成 17年度までの

保険料基準額

年額 36,000円
(1月 あた り3,OOO円 )

平成 18年度 平成 19年度 平成20年度
平成17年度
(甲 i入 スハ

第 1号被保険者 4,870ノ人、 4,866ノ人、 4,900ノk 4,894ノ入ゝ

うち
要介護等認定者 882メ、 905ノk 938メ、 840メ、
予防事業対象者 122メゝ 161人 222ノ人、 18年度か ら実施

参考 :総人数 16,637ノ k 16,438ノ k 16,292ノ人、 16,844ノ人、
介護サービス・予防サー
ビス等にかかる総費用

12億8,999万 円 13億3,930万 円 14億0,323万 円 12億 1,558万 円

3年間の総費用 40億 3,252万 円

総費用のうち、第 1号被
保険者に負担いただく費
用額

6億 2,624万 円
※第 1号被保険者は、総費用の原則 19%を負担することとなっていますが、高齢化率が高いこ
と等による国か らの調整交付金

ぶ員E2責 f蜜景 螢具
政で積み立てられた基金を取 り崩すなど

によ り、この 3年間では155%

第 1号被保険者保険料基
準の算出

第 1号被保険者の所得段階に応 じた負担害1合等をら、まえ、額を決定
↓

44,400円 /年 (1月 あたり3,700円 )

②



司
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高
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数

を
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等
を
ふ
ま
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
予
防
事
業
等
に
か
か
る
費
用

総
額
を
算
出
し
た
の
ち
、
第
１
号

被
保
険
者
か
ら
負
担
い
た
だ
く
べ

き
必
要
額
を
算
出
し
、
所
得
段
階

に
応
じ
た
負
担
割
合
等
を
ふ
ま
え
、

そ
の
額
を
決
定
し
ま
す
。

保
険
料
は
７
段
階

第
１
号
被
保
険
者
の
か
た
が
た

か
ら
い
た
だ
く
保
険
料
額
は
、
基

準
額
を
も
と
に
ご
本
人
の
所
得
や

世
帯
の
状
況
に
応
じ
て
７
段
階
に

分
か
れ
ま
す
。
段
階
ご
と
の
保
険

料
額
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
高
齢
者
の
非
課
税
限
度
額
を

廃
止
す
る
税
制
改
正
に
よ
り
、
保

険
料
段
階
が
第
４
段
階
や
第
５
段

階
と
な
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
料
額
に
か
か
わ
ら

ず
、
保
険
料
額
を
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
経
過
措
置
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
６
月
の
個
人
ご
と
の
保

険
料
決
定
の
通
知
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料

の
納

め
方

保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
か

ら
の
天
引
き

（特
別
徴
収
）
と
、

納
付
書
に
よ
る
納
付
金
口
通
徴
収
）

の
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
特
別
徴

収
と
普
通
徴
収
ど
ち
ら
の
納
め
方

に
な
る
か
は
、
年
金
の
受
給
額
な

ど
で
決
ま
り
ま
す
。

○
特
別
徴
収

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
の
は
、

老
齢

。
退
職
年
金
、
障
害
年
金
ま

た
は
遺
族
年
金
の
受
給
者
で
、
受

給
額
が
年
額
１８
万
円
以
上
の
か
た

で
す
。
偶
数
月
に
支
払
わ
れ
る
年

金
か
ら
、
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
４
月
か
ら
８
月
ま
で

（仮

徴
収
期
）
の
天
引
き
額
は
、
原
則

と
し
て
２
月
に
天
引
き
さ
れ
た
額

と
同
額
で
す
。

１０
月
か
ら
翌
年
２

月
ま
で

（本
徴
収
期
）
は
、
６
月

に
正
式
に
決
定
さ
れ
る
そ
の
年
度

分
の
保
険
料
額
か
ら
、
仮
徴
収
期

に
い
た
だ
い
た
保
険
料
額
を
差
し

引
い
た
額
を
分
割
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
今
年
の
１０
月
か

ら
に
な
り
ま
す
。

〇
普
通
徴
収

普
通
徴
収
の
対
象
者
と
な
る
の

は
、
年
金
の
受
給
額
が
年
額
１８
万

円
未
満
の
か
た
や
、
年
度
の
途
中

で
６５
歳
に
な
る
か
た
、
転
入
さ
れ

た
か
た
な
ど
で
す
。
６
月
を
第
１

期
と
し
て
、
翌
年
１
月
ま
で
の
８

期
の
納
期
ご
と
に
、
６
月
に
お
送

り
す
る
納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
か
、
日
座
振
替
に
よ

っ
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
忙
し

費
を
財
源
に
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
給
付
実
績

〔

い
か
た
や
な
か
な
か
外
出
が
で
き

な

い
か
た
は
、

日
座
振
替
が
便
利

で
す
。
指
定

の
金
融
機
関
な
ど

に

納
付
書
、
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を

お
持
ち

い
た
だ

き
、
お
中
し
込
み

く
だ
さ

い
。

◆
介
護
保
険
料
の
取
り
扱
い
金
融

機
関

山
形
銀
行

（荒
砥
支
店

。
自
鷹
町

役
場
出
張
所
）
、
殖
産
銀
行
荒
砥
支

店
、
山
形
中
央
信
用
組
合
荒
砥
支

店
、
山
形
し
あ
わ
せ
銀
行
鮎
貝
支

店
、
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組

〈
只
蚕
桑

。
白
鷹

・
束
根
各
支
店
）
、

荘
内
銀
行
長
井
支
店
、
東
北
労
働

金
庫
長
井
支
店

（平
成
１８
年
４
月

か
ら
）
、
郵
便
局

（口
座
振
替
の
み
）

※
年
度
途
中
で
６５
歳
に
な
る
か
た
、

転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
年
金
保
険

者
と
町
の
間
で
、
特
別
徴
収
対
象

者
と
し
て
確
認
で
き
次
第
、
特
別

徴
収
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

要
支
援

・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
か
た

ヘ

福
祉
用
具
購
入
と
住
宅
改
修
費
の

支
給
サ
ー
ビ
ス
が
見
直
さ
れ
ま
す

要
支
援

。
要
介
護
認
定
を
受
け 匡

晟

黎

隧

辣

摩

＆

て
い
る
か
た
が
、
該
当
す
る
福
祉

用
具
を
購
入
し
た
と
き
や
住
宅
改

修
を
行

っ
た
と
き
に
、
費
用
の
９

割
が
保
険
給
付
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
仕
組
み
が
平
成
１８

年
度
か
ら

一
部
見
直
さ
れ
ま
す
。

〇
福
祉
用
具
購
入

こ
れ
ま
で
は
購
入
先
に
か
か
わ

ら
ず
該
当
す
る
用
具
を
購
入
し
た

と
き
に
保
険
給
付
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
見
直
し
に
よ
り
、
「特
定
福

祉
用
具
販
売
」
の
指
定
を
受
け
て

い
る
事
業
者
か
ら
購
入
し
た
と
き

に
限
り
保
険
給
付
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
は
必
ず

事
前
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

相
談
し
、
購
入
先
が
指
定
を
受
け

た
事
業
者
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認

し
た
う
え
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
改
修

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
原
則
と
し

て
事
前
確
認
の
上
、
着
工
い
た
だ

く
仕
組
み
を
と

っ
て
き
ま
し
た
が
、

保
険
制
度
上
は

っ
き
り
と
事
前
中

請
の
制
度
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
改

修
を
行

っ
た
後
で
中
請
し
て
も
、

保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
福
祉
用
具
同
様
必
ず

事
前
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

介
護
支
援
係

（８
８６
‐
０
２
１
３
）

所得段階ごとの保険料年額

段  階 象 者 負担割合 保険料年額

第 1段階
○生活保護の受給者
○老齢福祉年金受給者で世帯全員が町民税非課税のかた 基準額 ×048 21,312円

第 2段階
○世帯全員が町民税非課税で、かつ、本人の課税年金収入額と合計所

得金額の合算額が80万 円以下のかた 基準≡そ頂×048 21,312円

第 3段階 〇世帯全員が町民税非課税で、第 2段階に該当する以外のかた 基準額 ×0_74 32,856円

第 4段階 ○町民税課税世帯で、本人は非課税のかた 基準額 ×10 44,400円

第 5段階 ○本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が150万 円未満のかた 基準額 ×126 55,944円

第 6段階
○本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が150万 円以上250万 円

未満のかた
基準額 ×16 71,040円

第 7段階 ○本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が250万 円以上のかた 基準額 ×18 79,920円

0



●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

白
鷹
町
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

町
で
は
、
平
成
１７
年
比
月
交
日
、

「白
鷹
町
要
保
護
児
重
対
策
地
域
協

議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、

町
内

の
要
保
護

児
童
を
適
切
に
保
護
し
、

関
係
機
関

・
団
体
、

児
童
福
祉
関
連

の
仕
■
に

従
■
さ
ね
て
い
る
か
た
が
た
が
、

密

接
に
連
携
し
、
狂
い
に
協
力
し
合
う

こ
と
に
よ

っ
て
、

白
鷹
町
の
米
来
を

オー‐
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
な
ど
の
予
防
や
早
期

の

発
見

・
対
応
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
協
議
会

の
構
成
員
に
対
し
て
は
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
――ｌｌ
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
児
童

係

６

％
ｌ
ｏ

，
Ｔ

２
）

紅
花

を
植

え

て
み
ま

せ
ん
か

種

を
差

し
あ
げ

ま
す

白
鷹
で
の
紅
花
生
産
が
復
活
を
遂

げ
卜
数
年
。
初
夏
の
町
の
花
と
し
て

定
着
し
、
紅
花
ま
つ
り
も
年
々
盛
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
か
た
が
た
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
持
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
植
栽

さ
れ
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
紅
花
畑

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、

白
鷹
紅
の
花
を
咲
か

せ
る
会

の
協
力
を
得
て
、

告
さ
ん
に

４
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
４

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会

紅
花

の
種
を
洋
し
あ
げ
ま
す
。

べ
′
年
は
、

紅
化
が
彩
る
７
月
に

「全
国
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
協
議
会
総

会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
お
客
様
が
い
ら

っ
し

や
い
ま

す
。
町
内
を
紅
花
で
い

つ
ば
い
に
し

て
、

お
迎
え
し
ま
せ
ん
か
。
ご
希
望

の
か
た
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
量
　
１
人
ｍ
グ
ラ
ム
ま
で

▼
対
象
　
紅
花
を
町
内
に
栽
培
さ
れ

る
か
た

■
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
観
光

交
流
係

（８
絲
１
６
１
２
６
）

町
営
バ
ス
停
留
所
の
移
設
の

お
知
ら
せ

国
道
２
８
７
号
Ｅ
事
に
伴
い
、

町

営
バ
ス

「荒
砥

。
人
瀬
線
」

の
荒
砥

駅
前
バ
ス
停
を
仮
設
道
路
上
に
移
動

し
ま
し
た
。

＊
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
横
断
歩

道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
‐―ｌｊ
い
合
わ
せ
　
政
策
改
革
課
政
策

企
画
係

（８
部
１
６
１
２
３
）

固
定
資
産

の
評
価
額
を
縦
覧

し
ま
す

平
成
ヽ
年
度

―‐‐ｆｌ
定
資
産

の
評
価
額

な
ど
を
次

の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
縦
覧
は
、
平
成

ヽ
年
度
の
同

定
資
産
税
を
課
税
す
る
基
礎
と
な
る

Ｌ
地
、

家
屋
、

償
却
資
産

の
評
価
額

や
面
積
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
大
切

な
権
利

の

＾
つ
で
す
。

昨
年
中
に
Ｌ
地
の
売
買
、

建
物

の

新
築
、

増
改
築
な
ど
で
資
産

の
内
容

が
変
わ
ら
れ
た
か
た
は
、

こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
４
月
３
日

（月
）
～
５
月

視
Ｈ

（水
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（Ｌ
、

日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

▼
場
所
　
町
民
税
務
課
内

■
‐ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
町
民
税
務
課
町
税

係

（８
絲
１
６
１
３
３
）

第
３
回
鮎
貝
さ
く
ら
祭
り

地
域
の
か
た
が
た
の
Ｆ
づ
く
り
に

よ
る

「鮎
只
さ
く
ら
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
い
つ
　
４
月
１６
Ｈ

（日
）

午
前
Ю
時
～

▼
ど
こ
で
　
ス
ポ
ー
ツ
公
旧
広
場

（児
童
公
園
側
）

＊
雨
入
時
は
就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ

ー
内
で
行
い
ま
す
。

▼
内
容
　
Ｌ冗
店
、

踊
り
や
人
鼓
、

バ

ン
ド
演
奏
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　
鮎
貝
さ
く
ら
祭
り

実
行
委
員
会
事
務
局

（鮎
只
地
区
公

民
館

・
８
絲
１
２
３
４
２
）

白

鷹

パ

ー

ク
ゴ

ル

フ
場

が

オ

ー
プ

ン

し

ま

す

▼
い
つ
　
４
月
１
日

（―‐
）

▼
ブ
レ
イ
料

・①
こ

ぶ
し

。
さ
く
ら
コ
ー
ス

＾
般
５
０
０
円
、

会
員
３
０
０
円
、

ｒ
供
２
５
０
円

０
一あ
や
め
コ
ー
ス

人
人
２
０
０
円
、
ｒ
供
１
０
０
円

▼
貸
し
用
具

　

．
般
３
０
０
円
、

会

員
３
０
０
円
、
ｒ
供
２
５
０
円

＊
初
心
と
川

「あ
や
め

コ
ー
ス
」
オ

ー
プ

ン
は
４
月
８
日

（卜
）
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。

月
２５
日

（火
）
で
す
。
農
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
４
月
１０
日

（月
）
で
す
。

農
地
調
整
係

（８
８５
‐
６
１
２
８
）

【初
心
者
講
習
会

の
ご
案
内
】

▼
い
っ
　
４
月
“
Ｈ

（Ｈ
）

▼
ど
こ
で
　
白
鷹
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▼
対
象
　
小
学
生
以
１‐
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
締
め
切
り
　
４
月
Ю
Ｈ

（月
）

＊
参
加
料
、

用
具
代
と
も
に
無
料

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
バ
レ
ス
松

風

（雪
絲
１
１
０
０
１
）

ハ

ワ

イ

ア

ン

・
フ

ラ

を

し

て

み

ま

せ

ん

か

中
央
公
民
館

で
行
わ
ね
た
フ
ラ
ダ

ン
ス
教
室

の
仲
間
た
ち
と
サ
ー
ク
ル

を
結
成
し
ま
し
た
。　
＾

緒
に
楽
し
み

な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
、

ス
ト
レ
ス

解
消
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者

の
か
た

で
も
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
同
時

（部
門
ご
と
）

＜
ヽ
１♪
リ
コ

（年
齢
不

―ｌｉｌ
）

第
１

・
３
火
曜
日
　
午
前
Ю
時
～

0

ちようりじょうゆうびん
～おしらせ版～

春らしい陽気になってきました。

今月のお らほの食材

町内産 ねぎ。ごぼぅ。打ち豆・いちご大福
県内産 なめこ

【4月 の学校給食献立表】

豊甚おみ芝計 偏雪
きたまこ ほうれん草のミモザ風ソテー

鼻異禽っき子|ス重う
ン
【∠煮奪γ 大豆入りひじき煮

墨首含全シス1) う2τζ室

`&専

空劣,タ
レーボテト

異星倍
観 臨 ざ す焼 喉 のおかかあえ 具たくさん汁

親子 どんぶ り 牛乳 キャベッのマ リネ なめこのみそ汁

3全言誉
ltl攣

ビツ澤1紅雪慾ん丈乃あζ店/ソ F12異増
ンソースかけ

キ軍火ッ芳みそ拝
つ
ビ百警雲些ズ しきの中華ソテー

:全 ;ン賃lブ '2雀

```テ

~ キヤヘツ ほぅれん草のアーモンド和え

チキンカレー 牛乳 味付けゆてたまご ク リーンサラタ

三瞥年 蘇熱、レふ浮
も焼き じゃがぃものベーコン煮

磨雀事号繁立2ま三奨生ブ 乳 鶏肉のレモン漬

暦蟷作のオ]汁
い
客讐紹轄油煮3色ごま和え

ヲκ全ザ巣ン婁
乳 トライカレー ボパィサラタ

こはん 牛7t

こはん 牛乳

中華サラダ 春野菜スーフ

温野菜サラク 若竹汁



図書館だより

■町内出版物の紹介
◇『少年と戦争』奥山龍雄 著

イイ和初J期 に過ごした r供時代は原風景であ り原体験である。
そオlを忘れることは、 |′ 1分 の′

1171を イド定することだ。だか ら

その「活をする。 と作 1/は ITう 。そ うして′
11ま れたこの本には

人 1`17声 1伐 争lri後 までが述べ らオlて いる。
Ч
ll子 の ド山の |'1然 や風習、養蚕を中心 とした千1:`|「 と,Tら し

など、そのヴごりlな 1記 憶 と1記 録は、まるで掌で ||ケ ||||を す くい 11

げたようである。お係 さんによる人紙絵 と題 71が かわいい。

■今月の新刊 岳黒三撲呉Lり讐亀為界じそ‖菖■
圭 名 著 者 名 出 版 社

悪魔の手紙 CSル イス 平凡社

暁けの蛍 朝松  健 講談社

麻原彰晃の誕生 高山 文彦 文芸春秋

足腰の悩み 林  泰史 ナツメ社

生き延ひるための思想 上野千鶴子 岩波書店

円を創った男 渡辺 房男 文芸春秋

おなかの悩み 大谷 剛正 ナツメ社

お腹召 しませ 表田 次郎 中央公論新社
KA KEttS∪ !赤頭巾侍 鯨 統一郎 徳間書店

会社の値段 森生  明 筑摩書房

がん常識の嘘 渡辺  亨 朝 日新聞社

心の1日 み 渡辺  登 ナツメ社

古文書はこんな に魅力的 油井 宏子 柏書房

ずっと使いたい、和の生活道具 藍野 裕之 地球丸

足道養生法 長沢  陽 創元社

挑戦者 (チ ャレンジャー ) 大薮 春彦 徳間書店

中国の血 ビエール・アスキ 文芸春秋

七姫幻想 森谷 明子 双葉社

布に描く糸模様 秋山 祐子 文化出版局

熱血 !ジ ャージ校長奮闘記 鈴木 高弘 小学館

■ 4月 の休館 日 3  10  16  24

白鷹町立病院からおしらせ

4月 から整形外科診療が変わります

今まで、整形外科は毎日の診療で したが、`|え 成 18イ 114

りJか ら週 2 1HIの 診療にな ります。毎日の診療ができなく

な り、ご不便をおかけいた します。

●診療日 毎週水曜日・金曜日

●受付時間 午前 8時 30分～11時30分
*白 鷹町立病院の診察券 (カ ー ド)を お持ちのかたは、

午前 7時30分から自動受付機で受付できます。

●診療医師 山形大学医学部整形外科医師

*皮膚科
`診

療については、 3月 より毎週金 催日の午後

に行っています。

粗大ごみとして搬人された自転卓や家具を修lll再生し、

期間を定めて展示・提供を行います。置賜在付1のかたであ

ればどなたでも応募できますので、ぜひお越 しください。

展 示 期 間
1由 週:日

(時間午前10時 )
引取期限

第 1回 4月 1日 (土 )～ 5月 13日 (土 ) 5月 16日 (火 ) 5月 27日 土

第 2回 6月 1日 (木 )～ 7月 15日 (土 ) 7月 19日 (水 ) 7月 29日 土

第 3回 8月 1日 (火 )～ 9月 2日 (土 ) 9月 5日 (火 ) 9月 16日 土

第 4回 10月 3日 (火 )～ 12月 2日 (土 ) 12月 5日 (火 ) 12月 16日 土

▼展示場所 千代田クリーンセンター (高畠‖I)

▼時間 午前 9時～午後 4時 (日 曜・祝 日を除く)

▼提供品 自転卓20台 家具類 10点 (1回あたりの予定数)

▼応募方法 備え付けの中込り|]紙 による。

※一世帯につき、自転車 。家具それぞれ 1点 まで申し込み

できます。

※複数のかたか ら中し込みがあった場合は抽選とな ります。

■申込・問い合わせ 千代「LIク リーンセンター施設第 2係

(80238-57-4004)

せ
る
会

の
協
ノノ
を
得
て
、

が
変
わ
ら
れ
た
か
た
は
、

こ
の
機
会

十1
さ
/レ

に

平成18年度くりえいと工房再生品の提供
' 0シ

第

１

・
３
火
曜

日

υ)

,L
―
ご
■

'

ノ
|

lll

l  (

■ 噌

(3)     (2' 11
第 ホ 8第 lフ 1午

2ヌ ||ケ 1ヒ ‖
・ ⌒ 3()・  ネ う♪
′1 イ■ ク) i3 ´ヽ
火 齢  火 15
1け|:イ(  ‖1:方ヽ
| |   |ll]        | 1  上した

―    ド
/「     ′

「

~
rを     rを
7       7
‖ケ      Hキ
 ヽ       ヽ

８
時
脚
分

※
■
月

の
み
、
全
部

門
と
も
４
Ｈ

（火
）
、

Ｈ
Ｈ

（火
）
の
活
動
Ｈ
と

な
り
ま
す

（時
―ｌｌｌ
は
同
じ
で
す
）
．

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
対
象
　
フ
ラ
に
興
味
が
あ
る
か
た

フ
ラ
を
始
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
か

た

（年
齢
不
問
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

【危
険
物
取
扱
者
試
験
】

▼
試
験
期
日

・
試
験
地

第
１
回
　
６
月
Ⅲ
Ｈ

（―‐
）
米
沢
市

山
形
市
ほ
か

第
２
回
　
６
月
劃
Ｈ

（Ｌ
）
長
井
市

寒
河
江
市
ほ
か

▼
試
験

の
種

類
　
危
険
物
取
扱
者

甲
種
、

乙
種

（↑
類

）
、

内
種

▼
願
占

受
付
川

‐―ｌｌ

第

１
回
　

■
月
Ｆ
日

（月
）
～
ｈ
Ｈ

（水
）

第

２
回
　

５
月
８
日

（月
）
～
１７
Ｈ

（水
）

▼
順
占
提
出
先

　

一Ｔ
９
９

０
１

０
０

２
５
　
山
形
市
あ
こ
や
町
３
１
晰
―

却
田
代
ビ
ル
２
階
　
消
防
試
験
研
究

ｔ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

（８
０
２
３

１
６
３
１
１
０
７
６
１
）

【危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
】

▼
準
備
計
習
会
同
時

（場
所
）

ｍ
丙
種
　
５
月
昴
Ｈ

（金
）
午
前
９

時
～
午
後
１
時

（南
陽
市
役
所
）

②
乙
種
　
５
月
昴
Ｈ

（本
）
～
昴
Ｈ

（金
）

（２
Ｈ

‐ｌｌｌ
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時

（南
陽
市
役
所
）

▼
中
込
締
め
切
り
　
５
月
隔
Ｈ

（月
）

ｔ
受
験
願
書
、

試
験
案
内
及
び

受́
講

中
込
■
は
、

消
防
本
部
、

消
防
署
、

各
消
防
分
署
に
あ
り
ま
す
．

＊
試
験
準
備
講
習
会
は
第
１
‐‐‐―
試
験
、

第
２
回
試
験
の
受
験
者
Ｌ
も
受́
講
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部
予
防
課
（８
ポ
１
１
７
９
７
）
、

消
防
署
白
鷹
分
署

（Ｂ
踊
１
５
２
■
２
）

電
話
帳

の
回
収

に
ご
協
力
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
束
日
本
山
形
ク
店
で
は
、

４
月
中
に
順
次
新
し
い
電
話
帳
を
各

家
庭

・
Ｉ
業
所

へ
お

，‐‐―
け
し
ま
す
。

そ
の
際
、

現
在
お
使

い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
取
り
換
え
ま
す
の

で
、

配
辻
員

へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
地
球
環
境
保
護
と
し

て
、

回
収
し
た
占
電
話
帳
か
ら
新
し

い
電
話
帳
を
つ
く
る

「電
話
帳
循
環

型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行

っ
て
い
ま
す
．

＊
配
達
員
に
占

い
電
話
帳
を
波
せ
な

か

っ
た
場
合
は
、
後
Ｈ
改
め
て
回
収

に
ｆ‐ｉｌ
い
ま
す
の
で
、

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
――――
い
合
わ
せ
　
タ
ウ
ン
ヘ
ー
ジ
セ

ン
タ
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０
１
２
０
１
５
０
６
１
３
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母子健康手帳の交付

お|サ さんとお rさ んの健康を守るために、
好婦さん(ヽ !1に 交11し ています。
●随時交IJし ますが、保健師が留

′、十の場r)

がありますので |「 liに電liiな どでご連絡
ください。

●場|li:健康絆1測 :セ ンター

赤ちゃん健診

●‖ll:

対 象 児

平成17年 12月 生まれ

平成17年 6月 生まれ

3歳児
平成14年 10月 1日 ～
平成14年 12月 4日生まれ

●会場 :健康作I杓|セ ンター

●内容と受1寸 |||‖

3カ |1児 ……・1ヽ 12時 3()分 ～午後 1‖、!

1  9カ |1児・‥・・午後1 ,～ 1時 2()分

3″tり」・…・・|ヽ 12‖ 13()分 ～′
11後 1‖ }25ク )

| 
・

'iII:‖

illllllii[|り‖ヽ
かたは1防 1妾 1垂 予診り〔

●|卜′ri
l *乳幼児lFI診票と|サ r健 康

「
帷その「保護″

の記録Jを必ず1記 入しておいでください。
*3歳児健診は郵i二する|11診 票で指定さオl

l  た‖|1間 においでください。
*待 ち時|11を 少なくするため受付 }間 をず

らしていますので、ご協力ください。
1 *お rさ んが、 1`1‖

具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる1可能性のある病気
(みずぼうそう、 ィンフルエンザ、突発

1  性発疹、とびひなど)にかかったりした
'  ときは1111に 電li舌 などでごil絡 ください。

麻しん(は しか)、 風しんの予防接種は混

1 合ワクチンによる2回接種になります
「`  11成 18年 4月 lHよ り、麻しんl」 lし ん混

f)ワ クチン (ヽ IR ILr)ワ クチン)に よる2

1:|1虔 llが始まります。

春の交通安全県民運動
～交通事故増加 !んだから交通マナーアップ～

0期間  4月 6日 (木)～ 15日 (土 )

C運動の基本 子どもと高齢者の交通事故防止

0運動の重点

①自転車の安全利用の推進
自転車乗車中の交通事故や対歩行者事故を防く

゛
ため、夜間の無灯火や二人乗りはや

め、携帯電話は使用しないなど、きまりやマナーを守りましょう。

②シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
交通事故の発生時の被害を軽減するため、運転者、後古F座席を含む同乗者はシート
ベルト (チ ャイルドシート)を しっかり着用しましょう。

③交通マナーアップの推進

子どもや高齢者を交通事故から守るため、焦りや急ぎの運転はやめ、信号交差点で
は「観る・知らせる・やさしい運転」を行いましょう。

■問い合わせ 役場総務課生活安全係 (885-6122)

3カ 月児
4月 12日 17k)

4月 20日休)

●対象児

1`4成 18年 4サ 11日 以降 1歳 にならオlる お

rさ ん、 または 1`4成 18イ「中に2歳 になり

麻しん及びllllし んともに木接lTの お rさ

ん

●1妄 ll期 |ll

l川 :1歳から2歳に至るまでの1年間
21切 :小学校入学前の 1年 間

●受け方
矢療機月にJlliに 予約をする|‖別接lIで 、
′
1茶色の 1診 り〔を使用します。

*2歳を過ぎ、麻しんまたは風しんを未接
llの お rさ んは、 flド |と なりますのでご

J′ 4tく ださい。不llllな 点は気軽にご相談
ください。

●問いr)わ せ先

健康れ1祉 課健康推il係 (886-021())

各種相談

●すこやか子ども何でも相談
お rさ んの健康や育児のことなど

●健康相談
赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健
康に関すること全般

*随時‖1談 をお受けしています。

総合検診 (4月 )

月  日 場  所 対象町内

4月 26日 17k}
健康福祉センター

【女1生の日】
蚕桑・十王・滝野・萩野.

浅立地区の女性

●受IJ I、ケ間
午前71キ 3()分 ～9‖寺3()分

●ド|()

ゼi‖ (し らたかわしらせ申, |「 和市,t・ イ1行  
“

:‖ 1総務「‖ |IFタ リltttri賜 ‖l.IFi‖ l人 ■荒
"t 

3ヽ38(ピ 3ヽ (ヽ1)21‖ [ヽ (ピ 3ヽ (ヽ5)21Jヽ |■ lI面 |:、 l1lllt Oヽ )t(ぃ ll‖ 1「 H(にぃ
`1)It,(11(11)

0

検   診 対 象 金  額

結核検診 65歳以上 無 料

肺がん検診 40～ 64歳 600円
基本健診 19～ 29歳 5,000円

基本健診 30～ 39歳 3,000円

基本健診 40～ 69歳 2,300「

基本健診 70歳以上 l,000「

胃がん検診 40～69歳 1,600円

胃がん検診 70歳以上 1,000円

大腸がん検診 全 員 700円

肝炎ウィルス検診 全 員 1,000円

●対象許

糸占1亥 1灸 iク

…イ1和 17年 4月 1‖ 以前に′
11ま オlた かた

肺がん検診
…‖′イ和17年 4月 2H～ HII和 42イ li 4サ 11‖ に
′
11ま れたかた

りit本健診
…イ1和 63年 4「11日 以前に′

|:ま れたかた

|∵ がん・人∬場がん
…H召 和42年 4サ 11日 以11に

′
|:ま オlた かた

1「 炎ウイllス 検!診

…ノ〉年度中に40、 45、 50、 55、 60、 65、 7()歳 に

ならオlる かた

愛のかたち「献血」にご協力ください
広げよう、献血の輪 |

(中 り(公民館では、ライオンズクラブの会

員のかたにもご協りJいただきます。)

子育て支援センター

4月 のあそび広場
(時間 午前 9時30分～11時 )

赤ちゃん広場 (火 曜日)

▼会場 健康福祖:セ ンター

411、  1111、  1811、  2511

すこやかあそび広場
▼会場 健康絆1祉センター (木曜日)

6日 、1131、 2()||、 27「
|

▼会場 鮎,tl也 区公ttill((ヽ ‖|:||)
711、  1411、  21日 、 2811

地区広場 (月 曜日)

10H 蚕乗l也 区公民館
17‖  束村(地 lκ ttttfイ i

置 援

|

3月 29日 17k)

4月 5日 17k)

4月 12日 17kl

4月 19日 17kl

4月 26日 17k)

一般相談

弁護士相談並びに一般相談
一般相談
行政相談
一般相談

▼会場 :老 ノ、福祉センター
▼時lll午 前10‖寺から

′「:後 3時 まで
▼弁護士 :安部 敏さん
*弁 i蒻 十相談はli卜 はで要予約、午後1時

35分から3時 35分 までc‖ 1談は無ド|。

■ll lい 合わせ
|′ 1鷹 旧T社会福祉協i義 会 (886-015())

「結婚相談室」の開設
▼いつ 41111[|(火 )′ |:後 3時 ～7寺

▼どこで 老ノ、補1祉センター

▼‖1談料 無||

*1ギ ilに 連絡があれば、‖li炎 ‖、ヤ||IIな ど調1籠

します。フライバシー厳守。
■問い合わせ

l■ 業振興i果 商J:振 興係

●全血 (2()()(ヽ c、 4()Oc'cヽ )

月  日 時  間 所

4月 26日 17kl

9:30～ 11:30 ニクニⅢ山形工場
13:30～ 16:30 中央公民館

生活相談所の相談日


